[bookmark: _Hlk122311683]１　背景・目的
兵庫県小野市で小野市いじめ等防止条例として日本で初めて2007年に制定され2008年に4月に施行された.その後も岐阜県可児市や滋賀県大津市などで制定された.また2011年に大津市立中学2年生の男子生徒の自殺した事件が発生したことにより2013年にいじめ対策推進法が成立した.いじめ対策推進法が成立した後にも旭川女子中学生いじめ凍死事件などといった大きく報じられた.ほかにもいじめに関するニュースを調べると後を絶たない.
学校現場におけるいじめによる緊急事態を受け,「いじめ防止対策推進法」が施行された.各自治体や学校でも,具体的な対応策の構築が進められつつある.[1]「傍観者」以外の用語は見られず「見て見ぬふりをするもの」として一様に扱われてきたが傍観には他者への無関心さ,自分が被害者になることへの恐れ，集団への同調などさまざまな背景があるという指摘を考慮すると本邦においても,傍観を異なる心理的背景をもつ多様な様態を示す行動として捉え直す必要があると考えられる.[5] 
そこで本研究では,いじめに関する要因を調査と整理することを目的とする.
２　調査方法
　論文の基準は査読付き論文8ページ以上に限定した．調査に用いたキーワードは主に「いじめ」である.調査対象となった論文の本数は50本である。
2-1　課題整理
論文の今後の課題を整理したものを以下に一部載せる．
調査を行うにあたって,対象者への配慮から少肢選択や複数回答といった回答の形式が多くなり分析方法に限界がある.また発達差を加えて分析したが,いじめの中には性差があると考えられる.今後の研究では分析の観点を増やし解答形式の工夫や質的調査といった組み合わせで,いじめが起きるメカニズムとその対応方法について分析することを今後の課題としている[1]
[bookmark: _Hlk122304280]子供たちがいじめの傍観様態を測定し,実際の行動をどの程度予測するのかを場面想定法などを利用した論文との比較研究を行い,信頼性・妥当性を確立する.また結果が本稿特有の結果であるかを特定することを今後の課題としている.[5] 
３　因果関係
整理した要因からいじめの因果関係図を作成した．いじめがどのようなことに影響を与えているのか,いじめが発生する理由がどのような要因といったことを図としてあらわし,調査と整理を行った．
3-1　いじめ解決に関する因果関係図
いじめを解決する方法は第三者自ら行動する”擁護行動”，自分から周りに助けを求める”要請行動”,自分自ら対処する”自己対処”の３つの方法がある．いじめを対処することによって解決する傾向が高くなる.
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図1：いじめの解決に関する因果関係図
3-2　いじめ発生率に関するの因果関係図
被害者の運動能力が低いといじめ発生率が高くなる傾向がある.被害者のいじめに対する認識によりいじめ発生率が変化する.加害者がいじめ描写のあるTV視聴率が高いといじめ発生率は高くなる傾向がある.いじめに対する環境によりいじめ発生率が変化する.ライバル心や嫉妬心といった感情を持つといじめ発生率が高くなる傾向がある.加害者が攻撃的な性格であるといじめ発生率が高くなる傾向がある.第三者の抑止行動によりいじめ発生率が変化する.
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図2：いじめ発生率の因果関係図１
3-3　いじめ発生率の因果関係図2
生徒が自信,親近,受容,客観といったが教師認知をすることによっていじめ否定学級規範と罪悪感に影響し,いじめ否定学級規範は加害傾向と罪悪感に影響がある.怖さの教師認知をすることによって罪悪感に影響がある.罪悪感は加害傾向に抑制する関係がある.社会能力が高いと加害傾向が下がる傾向にある.心理教育プログラムはいじめ否定学級規範と加害傾向に関係がある.教師が生徒に日常的な見せしめといった不適切な権力行使をしていると生徒の加害傾向は高くなる.
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図3：いじめ発生率の因果関係図2
3―4　いじめが及ぼす因果関係図
いじめ被害に合うと自尊感情は下がる傾向にある.いじめ被害に合うことで幸福度が変化する傾向がある.いじめ被害に合うと被害者は自己反省を促し自己認識することで幸福度変化する.いじめ被害者の対処の仕方によって精神的成長が変化する.コミュニケーション能力が高いと幸福度が高まる傾向がある.
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図4：いじめが及ぼす因果関係図
４　まとめ
 因果関係図から図5のような共通点が浮き上がった.どの因果関係図は関係,認識,環境の三つがすべて共通点として挙げられる.また,いじめが発生すると精神的成長が促され解決することによって自己反省が促されることが明らかになった.
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図5：共通する因果関係図
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